
高知県学力定着状況調査を活用した授業づくり（社会）

「資料から情報を読み取る技能」を重視した授業改善　

【なぜ「読み取る技能」を重視するのか】

●問いを見出す・問いを解決する　両方に必要
●学習意欲の向上・主体的な態度の育成につながる

【どのように取り組むのか】き

①生徒の課題の把握（学力調査の問題・結果を分析）
②地理的分野・歴史的分野の導入学習で
　・小学校の学習の振り返りと確実な習得を図る
③各単元・1単位時間で
　・問いを見出す場面･･･教師による資料提示
　・資料から問いを見出させる
　・問いを解決する場面･･･生徒が考え、探す

参考資料
・令和元年度　高知県学力定着状況調査の分析シート　　・学習指導要領解説　社会編P.186～187（本紙裏面）　   

生徒の学習状況を見
取り、教師の指導・
生徒の学習の改善に
生かしていく＝学習
評価の充実が必要

【何が使えるか】
●教科書の技能コーナー
●中学校卒業程度認定試験問題
（文部科学省HP掲載）
●学習指導要領実施状況調査問題
（国立教育政策研究所HP掲載）

問題解決型の授業
には不可欠

東京書籍  ：「スキルアップ」
教育出版
 地理的分野：「地理にアプローチ」  
 歴史的分野：「読み解こう」
帝国書院  ：「技能をみがく」
日本文教出版：「スキルアップ」 

令和２年 中部教育事務所



どの資料の
読み取りに

課題があるのか。

どのような
読み取り方に
課題があるのか。

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 社会編
P.186～P.187 参考資料３ 

社会的事象について調べまとめる技能


